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藤
沢
駅
か
ら
徒
歩
２
分
ほ
ど
の
距
離
に
あ
る
、

カ
ト
リ
ッ
ク
藤
沢
教
会
。日
が
暮
れ
る
頃
、そ
の

一
室
か
ら
に
ぎ
や
か
な
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し

た
。集
ま
っ
て
い
た
の
は
、10
人
ほ
ど
の
シ
ニ
ア
。

右
手
で
グ
ー
チ
ョ
キ
パ
ー
、左
手
で
パ
ー
チ
ョ
キ
グ

ー
を
同
時
に
行
い
ま
す
。つ
い
つ
い
右
も
左
も
同

じ
動
き
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、笑
い
が
起
き
ま
す
。

　
「
で
き
る
か
で
き
な
い
か
じ
ゃ
な
く
や
っ
て

み
る
こ
と
が
大
事
」と
、み
ん
な
に
ス
ペ
イ
ン

語
と
日
本
語
で
語
り
か
け
る
の
は
、小
澤
エ
リ

サ
さ
ん
。外
国
人
の
た
め
の
介
護
予
防
教
室

「SIEM
PRE GENKI

（
シ
エ
ン
プ
レ
ゲ
ン
キ
）」

を
主
催
し
て
い
ま
す
。

　
間
違
い
探
し
な
ど
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
た
ワ
ー
ク

に
続
き
、「
だ
る
ま
さ
ん
が
こ
ろ
ん
だ
」に
よ
く

似
た
ペ
ル
ー
の
あ
そ
び
歌
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
の
日
参
加
し
て
い
た
共
生
共
創
事
業
の「
あ
そ

び
歌
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
メ
ン
バ
ー
と
外
国
人
の

シ
ニ
ア
が
言
葉
を
交
わ
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
国
の

や
り
方
を
一
緒
に
体
験
し
て
み
ま
す
。子
ど
も
の

頃
ど
の
よ
う
に
遊
ん
で
い
た
か
、過
去
を
思
い
出

す
参
加
者
た
ち
。さ
ま
ざ
ま
な
ゲ
ー
ム
を
通
し

て
、シ
ニ
ア
の
方
々
は
、自
然
と
日
本
語
の
表
現

に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
が
ら
、年
齢
や
言
葉
の

違
い
を
超
え
て
、交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

２
時
間
の
教
室
を
終
え
る
と「
あ
り
が
と
う
」

「
グ
ラ
シ
ア
ス
」と
参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
充
実

し
た
表
情
で
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

ス
ペ
イ
ン
語
で
行
う
介
護
予
防
教
室

「
シ
エ
ン
プ
レ
ゲ
ン
キ
」 https://kyosei-kyoso. jp

神奈川県では、年齢や障がいなどにかかわらず、すべての人が舞台芸術に参加し楽しめる「共生共創事業」を実施しています。
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撮影：川島彩水

音を出す人。みなさんそれぞれのやり方で音を鳴らします。
最後は、若鍋さんが布でつくった「たき火」の中に、一人
ずつ鈴を投げ入れ、音色を楽しみました。
　参加者の一人、太鼓をリズミカルに鳴らしていた方は毎回
ワークショップを楽しみにしているそう。「音楽が大好き！
この時間があって感無量です」と声をはずませました。
　ゴムバンド付きのバチ、柄をワイヤーで長くしたマレットな

どさまざまな演奏の仕方ができるよう工夫され
た楽器は、若鍋さんが手作りしたもの。
「複数回続けてワークショップがで
きているから、この人はこれを鳴
らすかな、と想像しながら作っ
ています」と話します。「今回
は楽器の使い方を事前に職
員さんに説明できたことで、
いろんな楽器を手にとっても
らえて、ワークの幅が広がっ
たように感じます」と手応えも。
　ソーレ平塚の担当者・島田哲さ

んは、日頃施設内で過ごすことが多
い利用者が季節を感じられるような選

曲を若鍋さんたちにリクエストしたと話しま
す。またワークショップを通して、利用者の方の普段とは違
う表情が見られると感じているそう。「特に施設に入所して
いる方は個室で、職員との関わりが中心になる。だけど
ワークショップの場では、隣の人がすることに大笑いして
いたり、誰かが音を鳴らしたら自分も鳴らしたり。横のつな
がりを感じて関係性が広がっているようです」。（島田さん）
音を媒介にした新しいつながりが、利用者さん同士の間に
も、利用者さんと職員の方の間にも生まれています。

　打楽器奏者の若鍋久美子さんとボーカリストの伊神柚子
さんを中心に、2023年度から実施している打楽器を中心と
した音のワークショップ「音の探検隊」。2026年1月13日、
障がい者支援施設ソーレ平塚でワークショップが開催され
ました。ソーレ平塚は昨年度に続いての訪問。今年度全3回
のうち、2回目の開催です。
　開催場所のホールで準備を進めていると、車椅子に乗った
参加者の方がやってきました。人懐っこい笑顔
のその方は、始まるのをとても楽しみにし
ているよう。若鍋さんと伊神さんが、
「試してみてほしい楽器があった
んです」とチューブの先にスー
パーボールがついた通称「ヘビ
バチ」を手渡すと、太鼓にぶ
つけて音を出します。大きな
音が出ると、参加者の方も嬉
しそう。続けて、その方の車椅
子の後ろに、U字の支柱の真ん
中にウィンドチャイムがついた楽
器を装着。車椅子で移動するたび
に、リリンリリンと良い音が響きました。
　ホールに参加者が集まり始めると、スタッ
フや施設の職員が「これはどう？」「どっちが好き？」などと
話しながら楽器を参加者に手渡します。参加者が手にした
シェイカーのリズムに、ギターやバイオリンも加わり、あち
らこちらでセッションが始まりました。
　最初は、合唱曲「Believe」に合わせて、歌い、楽器を鳴ら
します。続けて、ひとりひとりの音を聴きあう時間。バチを
手に太鼓を叩く人、iPadで音楽を奏でる人、パンデイロに
取り付けられたボール付きのゴムを、腕ではじくようにして

音
楽
を
通
し
て
、広
が
る
つ
な
が
り撮影：加藤甫（studio oow

a）



シニア劇団 劇団員インタビュー
横須賀シニア劇団「よっしゃ!!」のHIROMIさん、綾瀬シニア劇団 
Haleのじぇいさん、小田原シニア劇団チリアクオールディーズの
さわ子さんにお話を伺いました。

シエンプレゲンキ　Facebook
https://www.facebook.com/siempre.genki
https://www.facebook.com/eli.ozawa

言語の壁による
孤独や孤立を

防ぐ

　
シ
エ
ン
プ
レ
ゲ
ン
キ
を
主
催
す
る
小
澤
エ
リ
サ

さ
ん
は
、日
系
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
人
２
世
。日
本
人

の
配
偶
者
と
し
て
1
9
8
9
年
に
来
日
し
、現

在
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
介
護
福
祉
士
と
し
て

働
い
て
い
ま
す
。以
前
は
、ス
ペ
イ
ン
語
を
活
か

し
て
、自
治
体
の
外
国
人
相
談
窓
口
の
相
談
員

を
し
て
い
ま
し
た
。高
齢
に
な
っ
た
外
国
人
が
、

年
金
や
介
護
制
度
に
つ
い
て
知
ら
ず
、貯
金
を

し
て
い
な
い
場
面
に
遭
遇
し
、外
国
人
が
少
し
で

も
長
く
、地
域
の
中
で
元
気
に
暮
ら
す
た
め
自

分
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
始
め
た
そ

う
。「
体
操
も
で
き
る
し
、日
本
人
の
お
友
達
も

で
き
る
か
ら
ぜ
ひ
行
っ
て
み
て
、と
地
域
に
あ
る

介
護
予
防
教
室
を
勧
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。で
も『
日
本
語
が
わ
か
ら
な
い
か
ら
』と
誰

も
行
か
な
か
っ
た
ん
で
す
」。そ
こ
で
2
0
1
6

年
、自
ら
ス
ペ
イ
ン
語
に
よ
る
介
護
予
防
教
室
を

始
め
ま
し
た
。

　
厚
木
で
始
め
た
活
動
は
、参
加
者
の
リ
ク
エ
ス

ト
で
藤
沢
へ
と
展
開
。そ
の
後
、平
塚
、大
和
、相

模
原
で
も
開
催
。コ
ロ
ナ
禍
で
教
室
が
ス
ト
ッ
プ

し
た
時
期
を
経
て
、現
在
は
、藤
沢
で
月
に
一
度
、

群
馬
県
伊
勢
崎
市
で
２
ヶ
月
に
一
度
教
室
を
開
い

て
い
ま
す
。さ
ら
に
茨
城
や
埼
玉
、山
梨
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
体
操
や
脳
ト
レ
の
他
に
、

認
知
症
や
介
護
保
険
に
つ
い
て
の
話
も
含
む
特
別

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
教
室
の
中
で
は
、体
操
を
行
う
だ
け
で
な
く
、

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
日
本
語
を
書
き
、新
年
の

あ
い
さ
つ
や
成
人
式
の
話
題
な
ど
、日
本
の
文

化
に
つ
い
て
エ
リ
サ
さ
ん
が
話
す
場
面
も
あ
り

ま
し
た
。「
30
年
以
上
日
本
で
暮
ら
し
て
い
て
も

日
本
語
が
話
せ
な
い
方
も
多
く
い
ま
す
。今
は

そ
れ
で
生
活
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

将
来
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
、介
護
施

設
に
通
訳
が
で
き
る
人
が
い
る
と
は
限
ら
な

い
。言
葉
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
で
、孤
独
に
な
っ

て
い
く
と
思
う
ん
で
す
。だ
か
ら
今
の
う
ち
に

最
低
限
の
こ
と
が
話
せ
て
、日
本
の
文
化
を
受

け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
と
思
っ
て
、言

語
や
文
化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
内
容
も
入

れ
て
い
ま
す
」。

　
こ
れ
ま
で
の
参
加
者
の
中
に
は
、「
シ
エ
ン
プ

レ
ゲ
ン
キ
に
通
い
続
け
た
い
」と
思
っ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、家
族
の
サ
ポ
ー
ト
な
し
に
一
人
で

外
出
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
方
も
い
た
そ
う
。

「
そ
の
方
が
来
る
と
き
に
は
、若
い
参
加
者
が
駅

ま
で
迎
え
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。助
け
合
え
る

仲
間
が
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
な
っ
て
い
ま
す
」。

　
シ
エ
ン
プ
レ
ゲ
ン
キ
は「
介
護
予
防
教
室
」で

は
あ
り
ま
す
が
、プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
は
そ
の
日

参
加
す
る
人
の
体
調
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
柔

軟
に
変
更
し
ま
す
。困
り
ご
と
を
相
談
し
た
い

人
が
い
る
と
き
に
は
、ワ
ー
ク
を
せ
ず
に
話
す
だ

け
の
時
間
に
す
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
。身
体
の

健
康
を
保
つ
こ
と
以
上
に
、エ
リ
サ
さ
ん
が
大
切

に
し
て
い
る
の
は
、孤
独
や
孤
立
を
防
ぐ
こ
と
。

「
家
か
ら
出
て
、人
と
話
し
、笑
っ
て
、ま
た
来
た

い
と
思
え
る
。そ
ん
な
場
所
に
な
れ
た
ら
」。

　
こ
れ
ま
で
10
年
間
一
人
で
活
動
を
続
け
て
き

た
エ
リ
サ
さ
ん
で
す
が
、こ
れ
か
ら
は
仲
間
を

見
つ
け
た
い
と
話
し
ま
す
。そ
の
た
め
、共
生
共

創
事
業
の
企
画
で
行
う「
あ
そ
び
歌
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
参
加
、福
祉
団
体
に

よ
る
視
察
や
大
学
生
の
手
伝
い
の
受
け
入
れ
な

ど
、活
動
を
地
域
や
外
へ
開
く
こ
と
も
積
極
的

に
行
っ
て
い
る
そ
う
。今
後
は
地
域
の
介
護
予
防

教
室
へ
の
橋
渡
し
を
行
う
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
の
立
ち
上
げ
や
、自
治
体
と
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。「
外
国
人

の
た
め
の
介
護
予
防
に
つ
い
て
、一
緒
に
活
動
で

き
る
人
を
み
つ
け
、若
い
世
代
に
つ
な
ぎ
、全

国
に
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
」。穏
や
か
に
、で

も
は
っ
き
り
と
そ
う
語
っ
て
く
れ
た
エ
リ
サ
さ

ん
。今
後
全
国
の
多
く
の
自
治
体
が
直
面
す
る
、

外
国
籍
の
方
の
高
齢
化
に
伴
う
介
護
の
問
題
。

外
国
に
ル
ー
ツ
の
あ
る
方
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
に
も
寄
与
す
る
シ
エ
ン
プ
レ
ゲ
ン
キ
の
活

動
は
、こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
必
要
と
さ
れ
て
い

く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

地
域
で
長
く
元
気
に
暮
ら
す
た
め
に

小澤エリサさん

藤沢市での「あそび歌プロジェクト」のワークショップ
（2026年3月8日開催）では、今回体験した「だるま
さんがころんだ」に似たペルーの遊びも紹介予定。

Q3  活動の中で難しさを感じることはありますか？
HIROMI：与えられた役をうまく消化できず、気持ちが追
い詰められてしまうこともあります。そんな時にどうスト
レスを解消するかを自分の中でみつけておくことも大事
だなと思います。
じぇい：参加している人には、演劇経験も身体の状態も
様々な人がいます。芝居があまりうまくできなかったり、
覚えられなかったりする人でも、今まで生きてきて、いろ
んなものを背負っている。そのことを忘れずに、常に仲間
に対してリスペクトを持ちながら接していかないといけな
いということに気付かされます。
さわ子：練習で渡された台本が難しく暗記するのが大変
なこともあるのですが、それもやっているうちに「楽しい」
に変わるので、つらいことはあまりないですね。劇団員
の人数が増え、一人ひとりに役が与えられる機会が減っ
てきたので、なにかやり方があると良いなとは思っている
ところです。

Q4  これからどのように活動していきたいですか？
HIROMI：横須賀だけではなく、いろんなところで公演を
したいです。「横須賀といえば『よっしゃ !! 』があるね」と
言われる日がきたらなんて嬉しいだろうと。小さな活動で
良いから少しずつ広げていきたいです。
じぇい：活動する私たちが、精神的にも健康に楽しく過ご
していけることが一番ですね。さらに自分たちの公演が、
いろんな人たちに元気を与えることができたら、なお良い
なと思っています。
さわ子：現在のお客さんは身内が中心ですが、もっとさま
ざまな方に見に来ていただけたら良いなと思っています。
これからも少しでも長く活動を続けていきたいです。

Q1  いつから、どのようなきっかけで参加していますか？
HIROMI：立ち上げの2019年から参加しています。元々
芸能事務所で俳優活動をしていました。そちらを辞めた
後、県の広報で劇団員の募集をみつけて、ちょうど良い
タイミングだったので応募しました。
じぇい：55歳を過ぎてから仕事に余裕ができて、横浜の
アマチュア劇団や東京のシニア劇団に在籍していまし
た。劇団を辞めて、コロナ禍はオンラインで落語を習っ
ていたのですが、やっぱりお客さんの前で何かしたいと
思っていたときに、劇団員の募集を見つけて2024年に
入団しました。
さわ子：演劇が好きで、これまでも藤沢の劇団に参加し
てKAATの舞台に立ったり、小田原市が主催する演劇の
ワークショップや市民ミュージカルに参加したりしてき
ました。小田原でシニア劇団を立ち上げるという県のた
よりを見て、年齢の近い方が多いので入りやすそうだと
感じて、2020年の立ち上げから参加しています。

Q2  参加して良かったことはどんなことですか？
HIROMI：みんなで公演を作り上げて、仲間意識ができ
ることです。また団員には最年長の92歳がいるのです
が、誰よりも前向きに取り組む姿勢を見せてくれます。
「あの人があんなに頑張っているのに泣きごと言ってい
る場合じゃない」と感じさせてくれる、そういう人生の先
輩に出会えたことも良かったことです。
じぇい：やっぱりみんなで一緒に作り上げたものがお客
さんたちに喜んでもらえた瞬間は嬉しいです。また一緒
に作り上げることで仲間意識が生まれ、他人との良い関
わりが広がっています。
さわ子：男女関係なく、いろんな人とお話できる、良いコ
ミュニティができていることです。また、誰かになりきっ
て表現することで自分を出せることにも、演劇の面白さ
があると思っています。

共生共創事業の「シニア劇団」とは

県内在住・在勤の原則60歳以上の方が参加できる劇団。横須賀シ
ニア劇団「よっしゃ!!」、綾瀬シニア劇団Hale、小田原シニア劇団チリ
アクオールディーズの3劇団がある。地域で活躍する劇団の主宰
や、全国で舞台創作を行ってきた演出家が、プロジェクトリーダーと
して劇団を率い、年に1～2回の公演を行っている。

さわ子さん じぇいさん  撮影:泉山朗土

HIROMIさん（右端）  撮影：川島彩水

さわ子さん

HIROMIさん（左）・じぇいさん（中）  撮影：川島彩水


